
官民連携　四半世紀

深
化
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　３月２７日　（水曜日）

官庁施設にＰＦＩを導入した中央合同庁舎７号館（東京都千代田区）宮下公園に商業施設や屋上を利用した公園を新たに整備
（東京都渋谷区）

羽
田
空
港
跡
地
に
定
期
借
地
権
を
設
定

し
て
開
発
し
た
羽
田
イ
ノ
ベ

シ

ン

シ
テ

︵
東
京
都
大
田
区
︶

ＰＦＩを活用して建て替えた議員会館（東京都千代田区） コンセッション方式を取り入れた愛知県新体育館完成イメージ
（名古屋市、愛知国際アリーナ提供）

Ｐａｒｋ―ＰＦＩで国営海の中道海浜公園に設置した球体型
宿泊施設（福岡市）

　
社
会
資
本
整
備
に
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
活

動
が
定
着
し
て
き
た

１
９
９
９
年
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
施
行
か
ら
今

年
で

年

法
律
に
基
づ
く
事
業
範
囲
や

よ
り
幅
広
い
視
点

で
民
間
参
入
を
促
す
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
活
動
も
充
実
拡
大
し
て
い
る


今
回
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
を
中
心
に﹁
官
民
連
携
四
半
世
紀
﹂を
特
集


Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
に
も
注
力
す
る
自
見
は
な
こ
内
閣
府

特
命
担
当
相
の
イ
ン
タ
ビ


や
識
者
の
見
解
も
交
え

こ
れ

か
ら
の
官
民
連
携
の
在
り
方
を
展
望
し
た




官民連携　四半世紀

実
施
件
数

件
を
突
破
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
施
行
か
ら

年

内閣府特命担当相

自見　はなこ氏

広域、複数・他分野事業も視野

（８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　３月２７日　（水曜日）

ＰＦＩ事業数の推移　年３月日現在

（内閣府ＰＰＰ／ＰＦＩ推進室提供）

社
会
資
本
整
備
に

民
間
の
活
力

　


建
設
業
界
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
分
野
に

強
く
関
心
を
持

て
い
る

社
会
資

本
整
備
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
果
た
し
て
き
た

役
割
や
効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か


　
﹁
ま
ず

建
設
業
界
に
は

私
が

担
当
す
る
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博

覧
会
︵
大
阪
・
関
西
万
博
︶
の
会
場

・
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
や

１
月
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
復

旧
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
だ
い
て
お
り

大
変
感
謝
し
て
い

る
﹂

　
﹁
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
は
議
員
立
法
で
制
定

さ
れ


年
に
公
布
・
施
行
と
な


た

社
会
資
本
整
備
に
民
間
の
活
力

を
生
か
そ
う
と
い
う
法
案
提
出
者
で

あ
る
議
員
ら
の
思
い
を
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ

人
口

が
減
少
局
面
に
入
り

財
政
状
況
が

厳
し
く
な

て
い
る

そ
う
し
た
中

で
高
度
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
が
進
み

更
新
需
要

が
増
大
し
て
い
る

公
共
サ

ビ
ス

を
維
持

向
上
さ
せ
る
た
め
に

Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
き
官
民
が
連
携
し
て

い
く
こ
と
が

こ
う
し
た
課
題
に
対

す
る
解
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
﹂

　


Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
く
事
業
の

実
績
は


　
﹁
法
律
に
基
づ
く
事
業
は
２
０
２

２
年
度
末
で
累
計
１
０
０
０
件
を
超

え
た

空
港
の
よ
う
な
大
型
事
業
か

ら
上
下
水
道

学
校

公
営
住
宅
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
実
績
を
重
ね

て
い
る

民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

で
財
政
負
担
の
軽
減
に
役
立

て
い

る

民
間
の
創
意
工
夫
が
生
か
さ
れ

た
サ

ビ
ス
を
享
受
で
き
る
住
民
目

線
で
の
メ
リ

ト
も
大
き
い
﹂

　


地
方
創
生
に
は
ど
ん
な
効
果

が
現
れ
て
い
る
の
か


　
﹁
地
方
創
生
担
当
と
し
て

さ
ま

ざ
ま
な
地
域
を
視
察
す
る
中
で

Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
柔
軟
な
創
意
工
夫

に
よ

て

街
に
憩
い
の
場
が
で
き

る
な
ど

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
せ
た

と
い
う
声
を
聞
く

岡
山
県
津
山
市

で
は

伝
統
的
な
町
家
を
改
修
し
た

宿
泊
施
設
を
運
営
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

が
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い

る

観
光
客
を
呼
び
込
み

地
域
の

好
循
環
に
も
つ
な
げ
て
い
る
﹂

　﹁
私
自
身
が
小
児
科
医
で
も
あ
り


結
婚

妊
娠

出
産

子
育
て
と
い

う
ラ
イ
フ
ス
テ

ジ
を
地
域
で
支
え

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

政
治
家

と
し
て
子
ど
も
政
策
に
力
を
入
れ
て

き
た

多
く
の
自
治
体
が
魅
力
的
な

地
域
づ
く
り
の
一
環
で
子
ど
も
政
策

に
取
り
組
ん
で
い
る

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活

用
し
て
子
育
て
の﹃
場
﹄を
整
備
し


成
功
し
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
る


地
方
へ
の
移
住
者
が
増
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
も
期
待
し
た
い

さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
抱
え
る
地
域
に
寄
り
添

い
な
が
ら

Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
と
い
う
面

で
支
援
し
て
い
き
た
い
﹂


年
度
か
ら


年
間
で

兆
円

　


Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
の
施
行
か
ら

年

が
経
過
し

改
正
を
こ
れ
ま
で
何
度

か
行

て
い
る

事
業
の
内
容
や
領

域
も
幅
が
広
が

て
い
る
の
か


　
﹁
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
対
す
る
地
方
自
治

体
や
事
業
者
の
要
望
を
聞
き
な
が

ら

こ
れ
ま
で
に
７
回
の
改
正
を
行


て
き
た


年
の
改
正
で
は

施

設
の
所
有
権
と
管
理
者
と
し
て
の
責

任
を
公
共
主
体
が
保
有
し
た
ま
ま


運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
設
定
す
る

コ
ン
セ

シ

ン
︵
公
共
施
設
等
運

営
事
業
︶
方
式
を
導
入
し
た

そ
の

後
も

コ
ン
セ

シ

ン
方
式
を
含

め
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
活
用
し
や
す
く
な
る

よ
う
に

官
民
フ

ン
ド
と
し
て
民

間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
機
構
︵
Ｐ

Ｆ
Ｉ
推
進
機
構
︶
も
設
立
し

地
域

に
寄
り
添

た
支
援
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
﹂

　
﹁
法
改
正
に
加
え

政
府
全
体
と

し
て
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め


年
度
に
初
め
て
ア

ク
シ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

改
定

を
重
ね
て
い
る

ア
ク
シ

ン
プ
ラ

ン
で
設
定
し
た

年
度
か
ら

年
間

で
事
業
規
模

兆
円
と
い
う
目
標

は

前
倒
し
で
達
成
し
た

そ
の
た

め

年
度
か
ら

年
間
で

兆
円
と

い
う
新
た
な
目
標
を
設
定
し
て

現

在
推
進
し
て
い
る
﹂

地
域
企
業
の
参
画

・
取
引
拡
大
へ

　


よ
り
ハ

ド
ル
が
高
い
目
標

を
達
成
す
る
上
で
の
課
題
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か


　
﹁
課
題
の
一
つ
と
し
て

小
規
模

自
治
体
で
の
活
用
拡
大
が
あ
る

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
身
近
な
課
題
を
解

決
し

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
地

域
企
業
の
事
業
機
会
の
拡
大
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
が

一
方
で

﹃
メ
リ

ト
が
感
じ
ら
れ
ず

参
加

し
づ
ら
い
﹄
と
い

た
声
も
聞
か
れ

る

こ
う
し
た
懸
念
を
払
し

く
す

る
た
め
に

本
年
度
に
改
定
し
た
ア

ク
シ

ン
プ
ラ
ン
で
は

地
域
企
業

の
参
画
・
取
引
を
拡
大
し

雇
用
機

会
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
事
業
を

﹃
ロ

カ
ル
Ｐ
Ｆ
Ｉ
﹄と
位
置
づ
け
て

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
﹂

　
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
取
り
組
む

関
係
者
が
集
う
地
域
プ
ラ

ト
フ



ム
の
形
成
や
運
営
も
支
援
し
て
い

く

行
政
の
ほ
か

地
域
の
課
題
を

よ
く
知
る
金
融
機
関
に
も
積
極
的
に

参
画
し
対
話
を
し
て
い
た
だ
き
た

い

地
域
の
大
学
な
ど
ア
カ
デ
ミ
ア

の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
も
取
り
入
れ


プ
ラ

ト
フ


ム
を
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｆ
Ｉ
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
場
と

し
て
い
き
た
い
﹂

イ
ン
フ
ラ
を
一
体
的
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　


中
長
期
的
な
視
点
で
こ
れ
か

ら
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
展
望
を


　
﹁
大
き
な
方
向
性
は
二
つ
あ
り


一
つ
目
は

人
口
減
少
や
財
政
ひ


迫
と
い
う
課
題
が
あ
る
中
で
イ
ン
フ

ラ
を
維
持
・
更
新
し
て
い
く
た
め
に

は

広
域

複
数
・
多
分
野
で
イ
ン

フ
ラ
を
一
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
こ
と

先
進
的
な
事
例
と
し
て


宮
城
県
に
お
け
る
上
水
道

工
業
用

水
道

下
水
道
一
体
の
コ
ン
セ

シ


ン
事
業
が
あ
る

民
間
事
業
者
が

管
理
と
更
新
を
一
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
こ
と
で
施
設
健
全
度
の
向

上
を
図

て
い
る

ま
た

災
害
時

を
含
む
県

民
間
事
業
者
間
で
施
設

稼
働
状
況
に
関
し
て
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し

た
情
報
共
有
に
も
取
り
組
ん
で
お

り

感
銘
を
受
け
た

本
年
度
に
改

定
し
た
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
で
も
水

分
野
の
﹃
ウ
オ

タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
﹄
推

進
を
打
ち
出
し
て
い
る
﹂

　
﹁
二
つ
目
は

よ
り
身
近
な
話
と

し
て

生
老
病
死
に
関
連
し
た
施
設

に
活
用
を
広
げ
て
い
く
こ
と

多
死

社
会
の
到
来
に
伴
い

全
国
的
に
火

葬
場
の
需
要
が
増
し
て
い
る
た
だ


周
辺
住
民
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
用
地
確
保
が
困
難
だ
と
聞

く

複
数
施
設
の
一
体
管
理
や
自
治

体
間
の
広
域
連
携
を
進
め
Ｐ
Ｐ
Ｐ


Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で

運
営

を
見
据
え
た
設
計
・
建
設
に
よ
る
効

率
的
な
火
葬
場
の
整
備
が
行
え
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
地
域
の
課
題
解
決
に

大
き
く
資
す
る
も
の
で
あ
り

多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
る

よ
う
努
め
た
い
﹂

　


建
設
業
界
は
全
国
規
模
の
企

業
か
ら
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
行

う
企
業
ま
で
幅
広
く
存
在
す
る

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
推
進
す
る
立
場
か

ら
業
界
に
メ

セ

ジ
を


　
﹁
冒
頭
申
し
上
げ
た
よ
う
に

建

設
業
界
の
皆
さ
ま
に
は

大
変
感
謝

し
て
い
る

ま
た

先
ほ
ど
触
れ
た

ロ

カ
ル
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
含
め

さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
動
す
る
建
設
業
界
の

皆
さ
ま
が
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用

す
る
事
業
に
参
画
し

経
験
を
積
ん

で
ほ
し
い
と
思

て
い
る
﹂


　年９月のＰＦＩ法施行を契機に、それまで公的セク

ターが担ってきた社会資本整備に民間の資金やノウハウを

生かす取り組みが全国で行われるようになった。施行から

年となる同法に基づく取り組みが着実に成果を上げつつ

ある。地方創生等に加えＰＰＰ、ＰＦＩ分野も所管する自

見はなこ内閣府特命担当相に、さまざまな社会課題の解決

にもつながる官民連携事業のこれからの在り方と建設業界

への期待を語ってもらった。

interview



官民連携　四半世紀

ＰＦＩ法とアクションプランの変遷

コ
ン
セ

シ

ン
導
入


年
改
正
で

国
会
提
出

最
初
は
議
員
提
案
で

事
業
規
模
目
標
達
成
へ
新
分
野
開
拓
も

７
回
の
法
改
正
で
制
度
拡
充

行
動
計
画

事
業
拡
大
目
指
し

（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　３月２７日　（水曜日）

■年
ＰＦＩ法成立（議員立法）

■年
ＰＦＩ法改正（議員立法）
　・行政財産の貸し付け
　・公共施設等の管理者等の範囲の拡大など

■年
ＰＦＩ法改正（議員立法）
　・ＰＦＩ事業者が良好な公共サービスを提供するも

のであることを明確化など

■年
ＰＦＩ法改正（政府提出）
　・対象施設の拡大
　・民間事業者による提案制度の導入
　・技術提案制度
　・公共施設等運営権方式の導入など

■年
ＰＦＩ法改正（政府提出）
　・官民連携インフラファンドの創設など
ＰＰＰ／ＰＦＩの抜本改革に向けたアクションプラン
　・年間で兆円の事業規模目標を設定

■年
ＰＦＩ法改正（政府提出）
　・公共施設等運営権者への公務員の退職派遣制度の

創設など

■年
ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン
　・事業規模目標見直し（年度から年間で兆
円）

■年
ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン（改定版）
　・推進施策として「公的不動産における官民連携の

推進」を明記など

■年
ＰＦＩ法改正（政府提出）
　・公共施設等の管理者等および民間事業者に対する

国の支援機能の強化等
　・公共施設等運営権者が公の施設の指定管理者を兼

ねる場合における地方自治法の特例など
ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン（改定版）
　・ワンストップ窓口制度の円滑な運用など

■年
ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン（改定版）
　・地方創生に資する事業の支援強化など

■年
ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン（改定版）
　・キャッシュフローを生み出しにくいインフラへの
導入など

■年
ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン（改定版）
　・小規模な地方公共団体における導入促進など

■年
ＰＦＩ法改正（政府提出）
　・ＰＦＩ事業の対象となる公共施設等の拡大
　・公共施設等運営事業に関する実施方針の変更手続
きの創設

　・ＰＦＩ推進機構の業務の追加および保有株式等の
処分期限の延長など

ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン（改定版）
　・年間で兆円の新たな事業規模目標

■年
ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン（改定版）
　・事業件数年ターゲットの設定など

施設の運営権を民間事業者に設定するコンセッション方式の仕組み
（図表はいずれも内閣府ＰＰＰ／ＰＦＩ推進室提供）

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
は

１
９
９
９
年
の
制
定
か

ら
こ
れ
ま
で
に
７
回
の
改
正
を
積
み
重
ね

て
き
た

改
正
は

法
律
に
基
づ
い
て
事

業
を
行
う
地
方
自
治
体
や
事
業
者
の
要
望

な
ど
を
聞
き
な
が
ら
検
討

事
業
領
域
を

広
げ

民
間
の
資
金

経
営
力

技
術
的

能
力
を
生
か
す
た
め
の
制
度
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
き
た

Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
推

進
を
図
る
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
の
改
定
も

毎
年
度
行

て
い
る

２
０
２
２
年
度
に

は

年
間
で

兆
円
の
事
業
規
模
目
標
を

新
た
に
設
定
し

達
成
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
進
む


　
同
法
は
議
員
提
案
で

年
に
国
会
に
提

出
さ
れ
た

そ
の
後

各
党
で
の
調
整
を

経
て
国
会
審
議
が
行
わ
れ

１
９
９
９
年

の
通
常
国
会
で
成
立
し

同
９
月
に
施
行

と
な

た


　
法
律
で
対
象
と
し
た
施
設
に
は
▽
道

路

鉄
道

港
湾

空
港

河
川

公
園

な
ど
の
﹁
公
共
施
設
﹂
▽
庁
舎

宿
舎
な

ど
の
﹁
公
用
施
設
﹂
▽
﹁
賃
貸
住
宅
﹂
と

教
育
文
化
施
設

ス
ポ

ツ
施
設

集
会

施
設

廃
棄
物
処
理
施
設

医
療
施
設


社
会
福
祉
施
設

駐
車
場
な
ど
の
﹁
公
益

的
施
設
﹂
▽
情
報
通
信
施
設

熱
供
給
施

設

研
究
施
設
な
ど
▽
船
舶

航
空
機


人
工
衛
星
な
ど

が
明
記
さ
れ
て
い
る


こ
れ
ら
施
設
を
民
間
を
活
用
し
て
効
率
的

・
効
果
的
な
整
備
を
行
い

﹁
国
民
に
対

す
る
低
廉
か
つ
良
好
な
サ

ビ
ス
の
提
供

を
確
保
﹂し
﹁
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
る
﹂
こ
と
が
法
律
の
目
的


　
同
法
に
基
づ
く
事
業
を
行
う
場
合

公

共
施
設
な
ど
の
管
理
者
が
策
定
・
公
表
す

る
実
施
方
針
と
特
定
事
業
の
選
定
を
経

て

総
合
評
価
方
式
を
原
則
に
民
間
事
業

者
を
選
定
す
る
選
定
さ
れ
た
事
業
者
は


実
施
方
針
に
明
記
す
る
７


年
度
程
度

の
事
業
期
間
内
で
対
象
施
設
の
設
計
や
施

工

運
営
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
る


　
法
施
行
の
初
年
度
と
な

た

年
度

は

実
施
方
針
公
表
ベ

ス
で
神
奈
川
県

に
よ
る
﹁
県
立
保
健
医
療
福
祉
大
学
︵
仮

称
︶
特
定
事
業
﹂
︵
２
０
０
０
年
１
月
公

表
︶
を
皮
切
り
に
４
件
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が

始
動
し
た


　
以
降

年
度
を
追

て
実
施
方
針
の
公

表
件
数
を
見
る
と
▽

年
度

件
︵
累
計


件
︶
▽

年
度

件
︵
同

件
︶
▽


年
度

件
︵
同

件
︶
▽

年
度

件

︵
同
１
３
１
件
︶
▽

年
度

件
︵
同
１

７
７
件
︶▽

年
度

件︵
同
２
２
０
件
︶

▽

年
度

件
︵
同
２
６
４
件
︶
▽

年

度

件
︵
同
３
０
８
件
︶
▽

年
度

件

︵
同
３
４
８
件
︶
▽

年
度

件
︵
同
３

８
２
件
︶▽

年
度

件︵
同
４
０
２
件
︶

▽

年
度

件
︵
同
４
２
６
件
︶
▽

年

度

件
︵
同
４
５
０
件
︶
▽

年
度

件

︵
同
４
７
９
件
︶
▽

年
度

件
︵
同
５

２
０
件
︶▽

年
度

件︵
同
５
５
３
件
︶

▽

年
度

件
︵
同
６
０
６
件
︶
▽

年

度

件
︵
同
６
７
２
件
︶
▽

年
度

件

︵
同
７
４
３
件
︶
▽

年
度

件
︵
同
８

１
９
件
︶▽

年
度

件︵
同
８
７
９
件
︶

▽

年
度

件
︵
同
９
３
５
件
︶
▽

年

度

件
︵
同
１
０
０
４
件
︶

と
推
移



年
度
末
ま
で
に
累
計
１
０
０
０
件
を
突

破
す
る
に
至

た


　

年
度
ま
で
に
実
施
方
針
が
公
表
さ
れ

た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
内
訳
を
分
野
別
に
み
る

と

学
校
施
設
や
文
化
・
教
育
施
設
と
い


た
文
化
社
会
教
育
分
野
が

％
と
最
も

多
く

続
い
て
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
︵
国
際
的
な
イ

ベ
ン
ト
︶

観
光
・
地
域
振
興
施
設

住

宅
と
い

た
経
済
地
域
振
興
が

％

庁

舎
や
宿
舎
な
ど
行
政
が

％

斎
場
や
廃

棄
物
処
理
施
設

浄
化
槽
な
ど
の
環
境
衛

生
が

％

上
下
水
道

工
業
用
水
道


道
路

港
湾
施
設
と
い

た
イ
ン
フ
ラ
が


％

病
院
・
診
療
所

児
童
福
祉
施
設

な
ど
医
療
・
福
祉
が
５
％
を
占
め
る


　
施
行
後
の
法
改
正
は


年


年
の

２
回
が
議
員
提
出
の
法
案
と
し
て
国
会
審

議
が
行
わ
れ
た

そ
れ
以
降
の

年



年


年


年


年
の
５
回
に
わ
た

る
改
正
は
い
ず
れ
も
政
府
提
出

対
象
施

設
や
民
間
事
業
者
が
参
画
す
る
領
域
を
拡

大
す
る
の
を
は
じ
め

﹁
法
律
に
対
す
る

自
治
体
や
事
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
制
度

的
な
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
観
点
か
ら

改
正
を
行

て
き
た
﹂
︵
自
見
は
な
こ
内

閣
府
特
命
担
当
相
︶
と
い
う


　
特
に

年
の
改
正
で
は

民
間
事
業
者

に
よ
る
実
施
方
針
策
定
の
提
案
が
可
能
と

な
る
制
度
を
導
入

ま
た

利
用
料
金
の

徴
収
を
行
う
公
共
施
設
を
対
象
と
し
て


施
設
所
有
権
を
公
共
主
体
が
有
し
た
ま

ま

施
設
の
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
設

定
す
る
﹁
公
共
施
設
等
運
営
権
方
式
﹂
が

同
法
の
対
象
に
位
置
づ
け
ら
れ
た


　
コ
ン
セ

シ

ン
と
呼
ぶ
こ
の
新
た
な

方
式
は

既
存

新
設
い
ず
れ
の
施
設
で

も
運
営
権
が
設
定
可
能

公
共
主
体
に
と


て
は

事
業
主
体
か
ら
対
価
を
徴
収
す

る
こ
と
に
よ
り

施
設
収
入
の
早
期
回
収

を
実
現
す
る

一
方
の
事
業
者
側
に
と


て
は

運
営
権
を
独
立
し
た
財
産
権
と
す

る
こ
と
で

抵
当
権
の
設
定
な
ど
が
可
能

と
な
り
資
金
調
達
の
円
滑
化
に
加
え
て


自
由
度
の
高
い
事
業
運
営
が
行
え
る
よ
う

に
な
る
な
ど
の
メ
リ

ト
が
あ
る


　
同
方
式
を
取
り
入
れ
た
事
業
と
し
て



年
に
﹁
仙
台
空
港
特
定
運
営
事
業
等
﹂

な
ど
実
施
方
針
が
公
表
さ
れ
た

以
降


同
方
式
の
適
用
は
空
港

有
料
道
路

下

水
道

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

旧
監
獄
の
保
存

・
活
用

国
際
展
示
場

芸
術
起
業
支
援

施
設

ア
リ

ナ

ガ
ス
事
業

駅
舎


大
学
宿
舎

美
術
館

宿
泊
施
設

水
力

発
電
所

公
共
駐
車
場

オ

ト
キ

ン

プ
場

工
業
用
水
道

上
工
下
水
一
体
事

業

ス
タ

ト
ア

プ
支
援
拠
点

学
校

跡
地
観
光
・
レ
ク
リ
エ

シ

ン
施
設


ラ
グ
ビ

場

緑
地
再
編
整
備
な
ど
各
種

分
野
に
拡
大
し
た


　
自
見
大
臣
が
コ
ン
セ

シ

ン
の
代
表

事
例
の
一
つ
に
挙
げ
る
岡
山
県
津
山
市
の

﹁
旧
苅
田
家
付
属
町
家
群
を
活
用
し
た
施

設
の
管
理
運
営
事
業
﹂
︵
事
業
期
間

年

７
月


年
３
月
末
︶
で
は

江
戸
期
の

町
並
み
が
残
る
町
家
群
を
宿
泊
施
設
に
改

装
し
た

改
修
前
に
事
業
者
を
選
定
す
る

こ
と
に
よ
り

そ
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
工

事
段
階
か
ら
生
か
す
こ
と
が
で
き
た

市

に
と

て
は
歳
出
を
抑
え
な
が
ら
歳
入
を

増
や
す
財
政
的
な
メ
リ

ト
が
発
現
し


観
光
客
の
誘
致

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出

に
よ
る
地
域
の
活
性
化

域
内
需
要
の
拡

大
に
も
つ
な
が

て
い
る


　
コ
ン
セ

シ

ン
方
式
を
含
め
て
Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
政
府
で
は


年

６
月
に
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
抜
本
改
革

に
向
け
た
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
﹂を
策
定



年
度
か
ら

年
間
で

兆
円
の
事
業
規

模
を
目
指
す
と
し
た
目
標
を
設
定
し

コ

ン
セ

シ

ン
事
業

収
益
型
事
業

公

的
不
動
産
利
活
用

そ
の
他
事
業
と
各
類

型
ご
と
の
目
標
も
提
示


年
５
月
策
定

の
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ

ン

プ
ラ
ン
﹂
で
は

事
業
規
模
目
標
を

兆

円
に
引
き
上
げ

そ
の
後
も
毎
年
度
同
プ

ラ
ン
改
定
版
を
作
り

目
標
の
達
成
に
向

け
て
取
り
組
み
の
強
化
を
図

て
き
た


　

年
度
か
ら

年
間
の
事
業
規
模
目
標

を
前
倒
し
で
達
成
し
た
こ
と
か
ら


年

改
定
版
で
は

年
度
か
ら

年
間
で

兆

円
を
目
指
す
新
た
な
事
業
規
模
目
標
を
設

定
こ
れ
を
受
け
た

年
度
改
定
版
で
は


目
標
達
成
に
向
け
て
質
と
量
の
両
面
か
ら

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
充
実
を
図
ろ
う
と

新
分
野
の

開
拓
に
も
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
た


タ

ゲ

ト
と
し
て
▽
水
力
発
電
︵
ハ
イ

ブ
リ

ド
ダ
ム
︶
▽
ス
モ

ル
コ
ン
セ


シ

ン
▽
自
衛
隊
施
設
▽
道
路
▽
み
な
と

緑
地
Ｐ
Ｐ
Ｐ
▽
河
川
敷
地
Ｐ
Ｐ
Ｐ
▽
漁
港


を
掲
げ

案
件
形
成
を
図
る
と
し
た


ＰＦＩ事業の分野別内訳（年３月日現在）



官民連携　四半世紀

分野別ＰＰＰ／ＰＦＩ事業

地域脱炭素 文化施設 スポーツ施設

公的賃貸住宅 基盤整備

社会教育施設 文教施設

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　３月２７日　（水曜日）

　築年数年を経過した公民館は約６割、

図書館は約３割と社会教育施設の老朽化が

進行しており、パソコンやＷｉ―Ｆｉなど

ＩＣＴ環境の整備も十分といえない状況に

ある。新しい技術を有効に活用することは、

社会教育施設を利用する機会が少なかった

住民を含めて人と人とのつながりを広げ、

多様な交流を生む可能性が期待できる。

　こうした課題に対応して文部科学省は、

「社会教育デジタル活用等推進事業」を通

じ、施設の整備・運営へのＰＰＰ、ＰＦＩ

などの活用、デジタル環境整備を促進。全

国をカバーする支援体制を構築し、自治体

からの相談対応、専門家派遣、導入可能性

調査の検討、情報発信などの支援を行って

いる。年度は自治体への個別支援を重

点的に実施する。

　公民館・図書館の官民連携・デジタル活

用の専用ホームページや相談窓口も開設し

ている。

　新増築や大規模改修を検討する文教施設
件を対象に文部科学省が実施した自治
体への調査（年４月１日実施）で、６
割を超える施設においてコンセッション
（公共施設等運営権）など官民連携の予定
や関心があることが分かった。
　同省は、多様なＰＰＰ、ＰＦＩの先導的
開発事業を通じて、必ずしも高い収益性が
見込めない文教施設を対象に案件形成を加
速化させていく方針。知見を有するコンサ
ルタントの専門家を派遣し、コンセッショ

ン方式を含めた官民連携導入に関するアド
バイスや関連企業との情報交換、勉強会の
開催などを支援する。
　先導的開発事業の対象となった自治体に
は▷課題点などの整理▷改善方法の検討▷
運営手法の比較・検証▷事業スキーム案作
成▷今後に向けて―といった各段階でアド
バイスを行う「伴走支援」を実施。官民連
携事業の成果を全国に普及・啓発すること
で文教施設における案件形成を推進する。

　政策を総動員して脱炭素を通じた地域課題の解決を目指す「脱炭素
先行地域」。環境省は年度までにカ所の先行地域をつくり、
自家消費型太陽光、省エネルギー住宅、電動車などの重点対策を全国
で実行していく。
　地域脱炭素に向けた官民連携を促進する観点から同省では、自治体
と豊富な経験を有する民間事業者の人的ネットワークを構築する活動
を展開。昨年８月に東京で開催した「地域脱炭素ネットワーキン
グイベント」には、全国からの自治体と電力・ガス・通信などの
事業者が参加した。３分の２の自治体がイベントを契機に協業に向け
て調整中。数団体では協業までこぎ着けた。
　官民が連携する具体的な取り組みには、省エネ改修に要する経費を
光熱水費の削減分でまかなうＥＳＣＯ事業、太陽光発電事業者による
ＰＰＡ（電力売買契約）事業、脱炭素型のＰＦＩ事業、ＰＰＰ事業な
どがある。

　第３期スポーツ基本計画（年３月日）で、自治体を中心に取
り組むスポーツ・アリーナ整備に民間活力を活用することが明記され
た。スポーツの成長産業化と地域活性化を実現する基盤として年度
までに拠点を選定する。
　スポーツ庁は、スタジアム・アリーナ改革を実現するため、構想・
計画、設計・建設、運営・管理、効果検証といったプロセスに対する
ガイドラインを制定して活動を支援。同庁長官など幹部が自治体を訪
問して、官民連携の推進に向けたトップセールスを行うほか、担当者
レベルの意見交換や関係省庁との連携、相談窓口も設置している。
　年度には資金調達手法や地域の経済効果・機能に関する調査を行
い、ガイドラインの改定に向けた方針を検討する。
　コンセッションを導入したスポーツ施設は▷愛知県体育館（名古屋
市中区）▷有明アリーナ（東京都江東区）▷Globe Sports Dome（岡
山県津山市）▷等々力緑地球技専用スタジアム・アリーナ（川崎市中
原区）▷新秩父宮ラグビー場（東京都港区）▷新国立競技場（同新宿
区）―など。

　文化庁は、文化施設にコンセッションを活用して運営充実に取り組

む自治体を支援している。年度から年度に実施する「文化施設

サービス刷新・活動活性化等運営改善推進支援事業」では▷専門家に

よる助言等の伴走支援▷導入調査・検討等の取り組みへの支援―を柱

に、専門家の派遣や、実施方針・要求水準書の作成に対する助言など

に取り組んでいる。

　文化施設のコンセッション導入はすでにいくつかの事例がある。文

化庁が年度に補助金を交付した案件では、年度リニューアルオー

プン予定の奈良県文化会館で導入を検討。愛知県は、愛知芸術文化セ

ンター、愛知県陶磁美術館など文化施設の活性化に向けて、運営手法

や経営形態も含めた在り方、効果的な維持管理・運営手法の調査・検

討を行っている。

　民間活力を導入した公営住宅整備で国土交通省は、ＢＯＴ（建設・
運営・移管）方式を採用した場合の建設費の補助率を、自治体による
直接建設方式と同等の％としている。事業の検討段階の支援も行っ
ており、自治体向けにＰＰＰ、ＰＦＩ手法の導入可能性検討調査を社
会資本整備総合交付金の交付対象に、また、民間事業者向けには事業
初期段階の基本構想検討を支援する。
　設計・建設工事に民間事業者を活用することは自治体の庁内業務負
担の軽減につながる。民間事業者の選定にあたり、コンサルタントを
アドバイザーに迎えることで担当職員の負担も減らせる。
　ＰＦＩ手法を取り入れた公営住宅整備では▷移転建て替えとコミュ
ニティーセンターなどの公共施設の合築によるコストの合理化▷建て
替えで発生した余剰地処分を行う際の事務負担軽減▷事業者に対する
支払いを割賦払いとすることによる財政負担の平準化▷民間提案によ
る工期の短縮▷居住者の仮移転・本移転業務を民間事業者が実施する
ことによる円滑な移転―などの効果が発現しているという。

　地域活性化を目指し、設備投資などの民間活動と一体でインフラ整
備を支援。道路、河川、港湾、公園などの国土交通省所管分野の事業
化に必要な調査費の一部を自治体に対して補助している。基礎データ
収集や需要予測など事業化に必要な調査のほか、ＰＰＰ、ＰＦＩ導入
可能性検討も実施可能。
　調査費の活用事例をみると、高速道路の開通に向けた民間商業施設
のリニューアルにあわせて地域活性化の拠点整備を検討。地域振興施
設、駐車場、公園などを整備して広域周遊観光拠点となる道の駅を設
置した。
　河川分野では、民間事業者による水辺オープンカフェやイベント開
催にあわせた「かわまちづくり」を実現した事例がある。調査費を親
水護岸、堤防、道路などの整備に向けた概略設計のほか、地域交流施
設や駐車場を整備する上でのＰＰＰ、ＰＦＩ導入可能性検討にも役立
てている。
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各省庁が支援する
水道 都市公園 インフラメンテナンス

有料道路港湾漁港

工業用水道 下水道

（１１） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　３月２７日　（水曜日）

　年の水道法改正で、適切な資産管理（アセットマネジメント）、
広域連携の推進に加えて官民連携の推進が水道事業の基盤強化策とし
て示された。
　官民連携手法にはコンセッションのほか、施設の設計・建設や運転
・維持管理を民間に委ねる従来型のＰＦＩ、設計・建設や運転・維持
管理をまとめたＤＢまたはＤＢＯ方式、水道法に基づく第三者委託な
どがある。
　水道分野での官民連携を加速する上で、下水道、工業水道を含めた
水分野での取り組みを総称した「ウオーターＰＰＰ」によって、自治
体ニーズに対応した選択肢が拡大した。～年の長期契約となるコ
ンセッション移行前に原則年契約で行う「管理・更新一体マネジメ
ント方式」を含む官民連携手法を推進する。
　宮城県でスタートした「宮城県上工下一体官民連携運営事業（みや
ぎ型管理運営方式）」は、その先例となる。導入に向けた費用を水道
管路緊急改善事業などを通じて国が支援することで、官民連携を推進
している。

　年の都市公園法改正により、公園内で施設整備などを行う事業
者を公募・選定するＰａｒｋ―ＰＦＩ（公募設置管理制度）が新たに
導入された。飲食店、売店など公園利用者の利便の向上に寄与する公
園施設の設置と、施設の収益を活用してその周辺の園路、広場の整備
や改修などを一体的に行う事業が対象となる。
　年度末時点で全国カ所に同制度を活用した事業が行われてい
るほか、カ所で活用が検討されている。
　類似制度に年の都市再生特別措置法改正で導入した都市公園リノ
ベーション協定制度がある。まちづくりと一体となった都市公園整備
を促進し、「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形成を促進。事
業主体は協定対象公園での事業実績がある一体型事業実施主体や都市
再生推進法人。
　国土交通省はＰａｒｋ―ＰＦＩや都市公園リノベーション協定制度
を活用する事業に対し、施設整備費の一部負担や資金の貸し付けを行
う「官民連携型賑わい拠点創出事業」「賑わい増進事業資金」などで
活動を後押ししている。

　複数の業務や施設を包括して民間事業者に委託し、創意工夫やノウ
ハウを生かす包括的民間委託。インフラメンテナンスに取り入れるこ
とで、個別施設ごとの補修・維持業務を発注していた自治体などの職
員の負担軽減が期待できる。
　新潟県三条市が道路や公園などの維持管理に同方式を取り入れ、施
設ごとの巡回、維持作業、点検などの契約を一つにまとめることで契
約事務負担を軽減した。民間事業者に一括で事業を委ねることで、維
持管理上の苦情件数の減少といった効果も発現している。
　包括的に委託する内容は、エリア、契約年数、施設分野、業務範囲、
事業者の裁量、発注方式、支払い方式などさまざまなパターンがある。
地域の実情や導入目的に応じ、段階的拡大を検討することも考えられ
る。
　行政区域にこだわらず、複数分野を群と捉えて維持管理を行う「地
域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）」に取り組む上で包括
的民間委託は有効な手段となる。国土交通省では、同方式の導入促進
へ自治体向けの手引を作成した。

　４月１日に施行する改正漁港漁場整備法で「漁港施設等活用事業制
度」を創設。漁村のにぎわい創出などに取り組む「海業（うみぎょう）」
の活動を推進するため、水産物の消費増進や交流促進に向けた事業の
実施を認定する取り組みが始まる。
　漁港活用の実施計画が認定されると、行政財産である漁港施設の貸
し付け（最大年）、漁港区域内の水域・公共空間の長期占用（同）
に加え、最大年で更新が可能な「漁港水面施設運営権」が取得でき
る。水産動植物や海洋環境といった水面固有の資源を利用したり、水
面を占用した施設の設置による遊漁・漁業体験活動の機会を提供した
りする事業が行える。
　日本の沿岸にはの漁港があり、地域の水産業や漁村の生活を支
えている。水産庁では交流人口約万人という漁村のポテンシャル
を生かし、漁村ならではの地域資源の価値や魅力を生かす海業を推進
する。関係省庁の協力も得た支援パッケージをまとめるほか、相談窓
口「海業振興コンシェルジュ」を設けている。

　年の構造改革特別区域法の改正で、コンセッションによる公社
管理有料道路の運営が可能となった。法改正を受けて愛知県道路公社
が管理する知多半島道路、南知多道路など８路線（総延長．㎞）を
対象とする有料道路の維持管理・運営業務を民間事業者が行うコンセ
ッション事業が年に始動した。
　事業では、有料道路近くに立地する商業施設などを運営する事業と
連携することで、道路の利便増進を図っている。事業主体として設立
した株式会社の愛知道路コンセッション（ＡＲＣ）は、民間事業者な
らではのアイデアや独自の取り組みを導入。３Ｄレーザーレーダーを
用いた逆走車・誤進入歩行者防止システムの運用などに取り組んでい
る。
　既存ＰＡのリニューアルに世界的建築家が監修したデザインを取り
入れ、有名パティシエなどが監修したメニューや土産品を販売するな
ど、地域の魅力あふれた施設を展開する。
　政府も愛知県道路公社の取り組みを先行事例にした有料道路コンセ
ッションの横展開を図っている。

　改正港湾法に基づき、年度から港湾環境整備計画制度（みなと
緑地ＰＰＰ）の導入促進を図る取り組みが始まった。港湾緑地などで
民間事業者が収益施設の整備とその施設から得られる収益を還元して
緑地などのリニューアルを実施。良好な港湾環境の形成と港湾管理者
の財政負担の軽減に役立てる。
　みなと緑地ＰＰＰの事業期間はおおむね年以内。事業者が設置す
る飲食店などから得られる収益を、休憩所、案内施設などの港湾施設
の整備や緑地の清掃などに還元する。これにより、緑地などの老朽化
や陳腐化が進展する中で、民間投資を呼び込み、魅力あるにぎわい空
間の形成につなげる。
　交流拠点のみなとオアシスやクルーズ振興など各種施策を一体的に
取り組むことで、「みなと」を核とした地域活性化を一段と進めてい
くことが可能。国土交通省は、臨海部の魅力向上に向けた公共空間の
活用を図るため、年３月に「命を振るう地域振興プロジェクト」よ
ろず相談窓口を開設した。

　下水処理場の管理は９割以上が民間委託
であり、運転管理、巡視、点検、調査、清
掃、修繕などを一括した包括的民間契約も
近年増加している。ほかにもＰＦＩ方式で
下水汚泥を利活用したガス発電や固形燃料
化するなどの取り組みがカ所近い施設で
行われている。
　コンセッションも年４月の浜松市を皮
切りに高知県須崎市、宮城県、神奈川県三
浦市で順次開始された。官民連携の拡大に
向けて、汚水管の改築を支援する国費の支
給対象について年度以降は、コンセッ

ション方式などで実施するウオーターＰＰ
Ｐ導入を決定済みであることを要件とす
る。
　下水道分野でのウオーターＰＰＰ導入を
後押しするため国土交通省は相談窓口を設
けるほか、コンセッション移行前の管理・
更新一体マネジメント方式のガイドライン
なども整備。補助金による導入検討も支援
していく。先進的な取り組みをモデル都市
として支援しており、年度は山形県上山
市、山梨県北杜市などが対象となった。

　ＰＰＰ、ＰＦＩを実施中、検討中の事業
は年度の事業から年度は事業に
増加。経済産業省は年度から導入検討費
用を補助金の対象に追加するほか、コンセ
ッションの事例集や契約書のひな形を策定
するなど、導入促進に取り組んでいる。
　工業用水道分野での官民連携は契約件数
で件が導入済み。内訳は▷コンセッショ
ン３件▷ＢＴＯ（建設・移管・運営）４件
▷ＤＢＭ（設計・建設・管理）１件▷ＤＢ
（設計・建設）１件▷包括的民間委託件

▷指定管理者制度２件。大阪市、熊本県、
宮城県がコンセッションの先行事例。
　このうち大阪市工業用水道事業では、民
間事業者が事業許可を取得して事業全般の
運営を手掛けている。熊本県の有明・八代
工業用水道運営事業では、専門技術や経験
を有する県の技術系職員が減少する中で、
民間事業者が専門技術を駆使したアセット
マネジメントを提案。費用対効果の高い維
持管理につなげている。
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環
境
学
習
セ

ン
タ


ロ
グ
ハ
ウ
ス

宿
泊
棟
な

ど
を
整
備
し

維
持
管
理
・
運
営
を

含
む
約

年
間
の
事
業
を
行

た


　
事
業
目
的
に
沿

た
良
質
な
サ


ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら

財
政
支
出

の
削
減
を
狙

た
こ
の
取
り
組
み
で

は

利
用
者
満
足
度
の
高
い
サ

ビ

ス
を
実
現
し
な
が
ら

事
業
期
間
中

の
安
定
的
な
利
用
者
数
を
確
保
し

た


　
仙
台
市
民
に
長
年
親
し
ま
れ
た
き

た
天
文
台

科
学
技
術
の
進
展

都

市
化
に
よ
る
観
測
環
境
の
悪
化

施

設
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て

い
た
施
設
の
移
転
に
当
た
り

Ｐ
Ｆ

Ｉ
を
導
入
し
た
﹁
新
仙
台
市
天
文
台

整
備
・
運
営
事
業
﹂
の
実
施
方
針
が


年
２
月
に
公
表
さ
れ
た


年
６

月
の
契
約
締
結
か
ら
約

年
間
に
及

ぶ
事
業
で
は

最
新
技
術
を
用
い
た

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
導
入
す
る
ほ

か

市
民
が
幅
広
く
参
加
で
き
る
ワ


ク
シ


プ

展
覧
会
の
開
催
な

ど
利
用
者
の
関
心

学
習
意
欲

知

識
・
技
術

経
験
な
ど
ニ

ズ
に
応

じ
た
サ

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る


　
法
施
行
か
ら
６
年
目
の

年

月

に
実
施
方
針
を
公
表
し
た
東
京
都
墨

田
区
の
﹁
︵
仮
称
︶
墨
田
区
総
合
体

育
館
建
設
等
事
業
﹂
は

既
存
体
育

館
が
老
朽
化
し
て
区
民
ニ

ズ
へ
の

対
応
が
難
し
い
状
況
の
改
善
を
図
ろ

う
と
計
画
さ
れ
た


　

年
３
月
に
契
約
を
締
結
し
た
事

業
期
間
は
約

年

多
様
な
ス
ポ


ツ
需
要
に
応
え
な
が
ら

ス
ポ

ツ

大
会
や
興
行
的
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も

視
野
に
入
れ
て
要
求
水
準
以
上
の
座

席
数
を
設
置
す
る
な
ど
施
設
整
備
を

工
夫
し
た

バ
レ

ボ

ル
の
Ｖ
・

プ
レ
ミ
ア
リ

グ
や
バ
ス
ケ

ト
ボ


ル
の
Ｂ
リ

グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し

新
た
な
参
加
者
数
や
観

客
数
を
創
出
し
て
い
る


　
■
個
別
課
題
へ
の
対
応

　
学
校
施
設
を
対
象
に
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
は

耐
震
化
や
空
調
設
備
整
備
な

ど
個
別
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
民

間
事
業
者
の
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
す
事
業
も
行
わ
れ
て
い
る


　
事
例
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が

﹁
京
都
市
立
学
校
耐
震
化
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
﹂


年
３
月
に
実
施
方
針
を
公

表
し
た
事
業
で
は

市
立
小
・
中
学

校
や
高
校
計
５
校
を
対
象
に

地
域

住
民
の
応
急
避
難
場
所
に
も
な
る
学

校
施
設
の
耐
震
性
能
の
向
上
を
目
的

と
し
た


　
対
象
施
設
に
は
昭
和
初
期
に
建
設

さ
れ
た
ア

ル
デ
コ
様
式
の
建
物
も

あ

た

そ
の
中
で
学
校
教
育
活
動

の
ス
ペ

ス
を
可
能
な
限
り
確
保
し

な
が
ら

早
期
の
耐
震
化
と
事
業
費

の
削
減
を
目
指
し
た
５
年
数
カ
月
に

及
ぶ
事
業
が
行
わ
れ
た


　
﹁
松
山
市
立
小
中
学
校
空
調
設
備

整
備
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
﹂
は

真
夏
日
の

増
加
に
よ
る
学
習
環
境
の
悪
化
を
受

け
て
市
民
か
ら
求
め
ら
れ
た
エ
ア
コ

ン
設
置
ニ

ズ
に
対
応

小
学
校


校
１
３
２
１
教
室

中
学
校

校
６

７
５
教
室
へ
の
空
調
設
備
の
新
規
設

置
と
７
２
０
教
室
の
既
存
空
調
設
備

の
維
持
管
理
を

年
３
月
の
契
約
締

結
か
ら

年
間
の
事
業
期
間
で
推
進

中
だ


　
整
備
期
間
を
２
年
間
に
短
縮
す
る

ほ
か

災
害
対
応
や
環
境
負
荷
の
軽

減
に
関
す
る
民
間
事
業
者
の
提
案
も

採
用
す
る
な
ど
し
て

市
の
政
策
課

題
に
も
幅
広
く
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る


　
■
地
域
企
業
も
参
画

　
人
口
減
少
に
悩
む
地
方
部
の
自
治

体
が
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
住
宅
整
備
に
取
り
組
む
事
例

も
あ
る

佐
賀
県
み
や
き
町
の
﹁
シ



ピ
ン
グ
セ
ン
タ

マ
イ
ン
用
地

に
お
け
る
定
住
促
進
住
宅
整
備
事

業
﹂
は

シ


ピ
ン
グ
セ
ン
タ


の
隣
接
地
に
子
育
て
世
代
を
主
軸
と

す
る
中
堅
所
得
者
向
け
定
住
促
進
住

宅
を
整
備

民
間
事
業
者
が
事
業
計

画
段
階
か
ら
設
計
・
建
設

維
持
管

理
運
営

大
規
模
修
繕
ま
で
を
一
体

的
に
行

て
い
る

官
民
の
適
切
な

リ
ス
ク
分
担
を
行
い
な
が
ら

町
が

想
定
し
た
総
事
業
費
を
下
回
る
提
案

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う


　
同
町
で
は
７
事
業
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導

入

い
ず
れ
の
事
業
に
も
参
画
す
る

地
域
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ン
ス
と

雇
用
の
創
出
に
も
役
立
て
て
い
る


　
■
コ
ン
セ

シ

ン

　

年
の
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
コ

ン
セ

シ

ン
方
式
は

空
港
や
道

路
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
広

が

て
い
る


　
関
西
国
際
空
港
と
大
阪
国
際
空
港

に
つ
い
て
は
﹁
関
西
国
際
空
港
お
よ

び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効

率
的
な
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

法
律
﹂
が

年
に
制
定
さ
れ

国
が

１
０
０
％
出
資
す
る
株
式
会
社
の
新

関
西
国
際
空
港
の
設
立
に
よ
り

両

空
港
の
経
営
統
合
が
実
現

あ
わ
せ

て
公
共
施
設
等
運
営
権
の
設
定
に
よ

り

海
上
空
港
建
設
で
抱
え
た
債
務

の
早
期
か
つ
確
実
な
返
済
を
図
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る


　
コ
ン
セ

シ

ン
事
業
者
と
し
て

選
定
さ
れ
た
オ
リ

ク
ス
と
ヴ

ン

シ
・
エ
ア
ポ

ト
に
よ
る
コ
ン
ソ


シ
ア
ム
が
設
立
し
た
関
西
エ
ア
ポ


ト
と
新
関
空
会
社
が
コ
ン
セ

シ


ン
実
施
契
約
を
締
結
し
て


年
４

月
に
民
間
事
業
者
に
よ
る
運
営
が
開

始
さ
れ
た


　
現
体
育
館
の
老
朽
化
に
対
応
し
た

﹁
愛
知
県
新
体
育
館
整
備
・
運
営
等

事
業
﹂
も
コ
ン
セ

シ

ン
方
式
を

取
り
入
れ
た
民
間
事
業
者
に
よ
る
整

備
・
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る


年

ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
利
用
で
き
る
国

際
基
準
を
満
た
す
施
設
の
再
整
備
に

取
り
組
む
同
事
業
で
は


年
３
月

か
ら

年
３
月
ま
で
の
設
計
・
建
設

期
間
を
経
て


年
４
月
に

年
間

の
維
持
管
理
・
運
営
期
間
が
始
ま
る

予
定
だ


　
■
Ｐ
Ｐ
Ｐ
各
種
事
業

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
と
は
別
の
枠
組
み
に
よ

る
官
民
連
携
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
も
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る


　
東
京
都
府
中
市
の
﹁
け
や
き
並
木

通
り
周
辺
地
区
道
路
等
包
括
管
理
委

託
﹂
は

市
が
行

て
い
た
業
務
を

包
括
的
に
民
間
事
業
者
に
委
ね
る
こ

と
で

イ
ン
フ
ラ
の
予
防
保
全
を
含

む
効
率
的
・
効
果
的
な
運
営
が
期
待

さ
れ
た


　
車
道

歩
道

道
路
排
水
施
設


橋
梁

街
路
樹

街
路
灯

案
内
標

識
な
ど
を
対
象
に
巡
回

維
持

修

繕

事
故
対
応

災
害
対
応

苦
情

・
要
望
対
応

占
用
物
件
管
理

法

定
外
公
共
物
管
理
と
い

た
業
務
を

市
と
契
約
を
交
わ
し
た
民
間
企
業
グ

ル

プ
が

年
度
か
ら
３
年
間
に
わ

た

て
実
施

道
路
な
ど
を
巡
る
苦

情
や
要
望
件
数
を
減
ら
す
な
ど

市

民
サ

ビ
ス
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減

に
つ
な
げ
た


　
同
市
で
は
パ
イ
ロ

ト
事
業
と
位

置
づ
け
た
包
括
管
理
委
託
を
経
て


ケ
ヤ
キ
の
剪
定
︵
せ
ん
て
い
︶
や
道

路
補
修
業
務
な
ど
を
市
内
業
者
の
共

同
企
業
体
と
委
託
契
約
を
交
わ
す
本

格
的
な
包
括
管
理
事
業
を

年
度
か

ら
始
動
し
た


　
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
認
定
さ
れ

た
﹁
羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ

ン
整

備
事
業
︵
第
１
期
事
業
︶
﹂

立
地

特
性
を
生
か
し
て
先
端
産
業
と
文
化

産
業
の
発
展

融
合
を
通
じ
て

日

本
の
も
の
づ
く
り
技
術
や
優
れ
た
日

本
文
化
を
内
外
へ
と
発
信
し
て
地
域

経
済
の
活
性
化
と
国
際
競
争
力
の
強

化
を
目
指
し
た
官
民
連
携
事
業
が
行

わ
れ
た


　
事
業
対
象
は

羽
田
空
港
の
沖
合

展
開
に
伴
う
跡
地

こ
こ
で
開
発
さ

れ
た
﹁
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
　
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ

ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
︵
羽
田

イ
ノ
ベ

シ

ン
シ
テ

︶
﹂
は


複
数
の
民
間
企
業
が
出
資
す
る
事
業

会
社
が
主
体
と
な
り

跡
地
に
設
定

さ
れ
た

年
間
の
定
期
借
地
権
の
地

代
を
支
払
い
な
が
ら
事
業
を
行

て

い
る

各
種
機
能
を
盛
り
込
ん
だ
施

設
を
建
設
し


年
７
月
の
ま
ち
開

き
を
経
て
供
用
が
始
ま

た

施
設

構
内
で
は
自
律
走
行
バ
ス
の
実
証
な

ど

ス
マ

ト
シ
テ


実
現
を
見

据
え
た
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い

る


　
国
営
海
の
中
道
海
浜
公
園
︵
福
岡

市
︶
で
は

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

Ｐ
Ｆ
Ｉ

︵
公
募
設
置
管
理
制
度
︶
で
選
定
さ

れ
た
民
間
事
業
者
が
滞
在
型
レ
ク
リ

エ

シ

ン
拠
点
を
整
備

球
体
テ

ン
ト
型
な
ど
複
数
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
や
巨
大
ア
ス
レ
チ

ク
タ
ワ

な

ど
を
博
多
湾
に
面
し
た
公
園
の
一
角

に
備
え
た
﹁
光
と
風
の
広
場
﹂
が


年
３
月
に
リ
ニ


ア
ル
オ

プ
ン

し
た
運
営
期
間
は

年
１
月
ま
で


　
大
手
不
動
産
会
社
な
ど
複
数
企
業

で
構
成
す
る
民
間
事
業
者
は

同
事

業
を
通
じ
て
公
園
内
に
非
日
常
を
味

わ
え
る
空
間
を
提
供
し
な
が
ら

あ

ら
ゆ
る
世
代
が
楽
し
め
る
仕
掛
け
を

用
意
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
考
え
を
示
し
て
い

る


　
１
９
９
９
年
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
施
行
か
ら
四
半
世
紀

を
経
る
中

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
官
民
連
携
手
法

を
取
り
入
れ
た
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た

新
規
施

設
に
要
す
る
財
政
負
担
軽
減
や
平
準
化
を
主
眼
と

し
た
初
期
段
階
の
事
業
か
ら

特
定
の
行
政
目
的

の
達
成

地
域
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ン
ス
拡
大

も
視
野
に
入
れ
た
事
業

さ
ら
に
施
設
の
運
営
権

を
民
間
に
付
与
す
る
コ
ン
セ

シ

ン
︵
公
共
施

設
等
運
営
権
︶方
式
な
ど
広
が
り
を
見
せ
て
い
る


同
法
と
は
別
の
枠
組
み
で
官
民
が
連
携
し
て
地
域

振
興
に
も
つ
な
が
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
含
め
た
代
表
事
例

を
紹
介
す
る




官民連携　四半世紀

兆円目標達成へ「事業件数ターゲット」

　　　ローカルＰＦＩ　　　

地域経済にメリット


分
野
で

件
具
体
化
へ

コ
ン
セ

シ

ン
基
本
に
案
件
形
成
加
速

ウ
オ

タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
推
進

自
衛
隊
施
設
や
火
葬
場
も

新
分
野
の
開
拓
に
も
注
力

（１３） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　３月２７日　（水曜日）

　
政
府
は
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ

ン
プ
ラ

ン
﹂
を
毎
年
度
改
定
し
て

官
民
が
連
携
し
た
事
業
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る

同
プ
ラ
ン
２
０
２
２
年
度

改
定
版
で
掲
げ
た
﹁

年
間
で

兆
円
﹂
の
事
業
規
模

目
標
の
達
成
に
向
け
て

年
度
版
で
は
重
点

分
野
で


年
間
に
取
り
組
む
合
計
５
７
５
件
の
﹁
事
業
件
数
タ


ゲ

ト
﹂
を
設
定

コ
ン
セ

シ

ン
︵
公
共
施
設

等
運
営
権
︶
を
基
本
と
す
る
民
間
活
用
事
業
の
推
進
を

図

て
い
る


地域課題へのコアな効果と副次的効果を
イメージすることが重要

　「ローカルＰＦＩ」は、年度改定版のＰＰ
Ｐ／ＰＦＩ推進アクションプランで示された。
事業化に向けた案件形成、事業者選定、契約履
行といった一連の過程を通じて、地域経済・社
会により多くのメリットをもたらすことを志向
するコンセプトとして周知。地域全体の経営視
点を持った官民連携手法の推進を図っていく。
　ローカルＰＦＩの代表事例の一つに静岡県函
南町による道の駅事業がある。地域企業が代表
となって整備した施設は年５月に供用を開
始。地域企業のネットワークを生かすことで、地
域産品の出荷機会や雇用創出につなげており、
年間来場者数は想定した万人を大幅に上回る
万人を達成。これに伴い売上増や町内を中
心とする雇用創出を図りながら、歳出削減にも
効果を上げた。
　ＰＦＩで期待される財政負担を軽減しなが
ら、自治体や民間の創意工夫で多様な効果に着
目したローカルＰＦＩ。その推進にあたっては、
行政、商工会議所、地域金融、企業などの関係
者が集う地域プラットフォームで官民対話を行
い、案件形成を促進することが重要だとしてい
る。
　具体化する上で地域課題を元に事業で創出す
るコアな効果に加えて、アイデアの深掘りで副
次的効果のイメージを固めることが多様な効果

を発揮することにつながるとする。
　事業者の公募では、公募要項（入札説明書や
募集要項）に「ローカルＰＦＩ」と明記し、地
域経済・社会により多くのメリットをもたらす
ことを志向する事業であることを対外的に説明
することが重要となる。また、地域課題の解決
提案を求めるために、公募時に課題を説明する
ほか、課題解決策の提案に対して一定程度の公
的負担を認めるなど参入しやすい環境を整備し
たり、公有地活用の余地を認めたりすることも
ローカルＰＦＩの効果を高める上での工夫だと
している。

　

年
度
改
定
版
で
示
し
た
事
業
件

数
タ

ゲ

ト
の
重
点
分
野
は
▽
空

港
▽
水
道
▽
下
水
道
▽
道
路
▽
ス
ポ


ツ
施
設
︵
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ


ナ
等
︶
▽
文
化
・
社
会
教
育
施
設
▽

大
学
施
設
▽
公
園
▽
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
︵
国

際
的
な
イ
ベ
ン
ト
︶
施
設
▽
公
営
住

宅
▽
ク
ル

ズ
船
向
け
旅
客
タ

ミ

ナ
ル
施
設
▽
公
営
水
力
発
電
▽
工
業

用
水
道

こ
れ
ら
分
野
ご
と
に

年

度
ま
で
の

年
間
で
具
体
化
を
狙
う

野
心
的
な
事
業
件
数
を
示
し

案
件

形
成
の
加
速
化
を
図

て
い
く
と
し

た


　

年
タ

ゲ

ト
と
と
も
に
設
定

し
た

年
度
ま
で
の
５
年
件
数
目
標

と
あ
わ
せ
た
進
捗
︵
し
ん
ち

く
︶

を
毎
年
度
フ

ロ

ア

プ
し
な
が

ら

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す

る


　
重
点
分
野
の
う
ち

空
港
分
野
で

は

す
べ
て
の
空
港
へ
の
コ
ン
セ


シ

ン
導
入
を
促
進
し
て


年
度

ま
で
に
３
件


年
度
ま
で
に

件

で
具
体
化
す
る
目
標
値
を
掲
げ
て
い

る


　
水
道
分
野
で
は


年
度
ま
で
に

５
件


年
度
ま
で
に
１
０
０
件
を

具
体
化
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た



年
度
に
宮
城
県
が
水
道
分
野
で
初

の
コ
ン
セ

シ

ン
事
業
を
開
始
し

た
こ
と
を
先
例
と
し
て
関
係
省
庁
一

丸
で
着
実
な
事
業
実
施
を
支
援
す

る


　

年
度
改
定
版
で
は




年

の
長
期
契
約
と
な
る
コ
ン
セ

シ


ン
に
加
え

そ
れ
に
準
じ
て
コ
ン
セ


シ

ン
に
段
階
的
に
移
行
す
る
た

め
に
行
う
原
則

年
契
約
の
官
民
連

携
方
式
﹁
管
理
・
更
新
一
体
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
方
式
﹂
を
含
め
て
﹁
ウ
オ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
﹂
と
総
称

下
水
道
分

野
の
１
０
０
件

工
業
水
道
分
野
の


件
と
あ
わ
せ
て

年
間
で
合
計
２

２
５
件
の
官
民
連
携
事
業
の
具
体
化

を
目
指
し
て
い
く


　

兆
円
目
標
の
達
成
に
向
け
た
事

業
件
数
タ

ゲ

ト
に
加
え


年

度
改
定
版
で
は

官
民
連
携
に
よ
る

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
拡
大
と
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活

用
領
域
の
幅
を
広
げ
る
新
分
野
を
開

拓
す
る
こ
と
も
明
記
し
た

社
会
情

勢
や
ニ

ズ
の
変
化
に
よ
り

官
民

連
携
で
さ
ら
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の

拡
大
や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど

が
期
待
で
き
る
７
分
野
を
新
分
野
開

拓
の
対
象
に
列
挙
し
た


　
具
体
的
に
は
治
水
機
能
の
強
化


水
力
発
電
の
促
進

ダ
ム
立
地
地
域

の
地
域
振
興
と
い
う
三
つ
の
政
策
目

標
を
実
現
す
る
﹁
ハ
イ
ブ
リ

ド
ダ

ム
﹂

空
き
家
・
遊
休
公
的
不
動
産

と
い

た
比
較
的
小
規
模
な
既
存
ス

ト

ク
を
自
治
体
が
取
得
・
保
有
し

な
が
ら
事
業
運
営
を
民
間
事
業
者
に

委
ね
る
﹁
ス
モ

ル
コ
ン
セ

シ


ン
﹂

各
駐
屯
地
・
基
地
な
ど
の
集

約
化
・
再
配
置
な
ど
の
整
備
で
民
間

事
業
者
を
活
用
す
る
﹁
自
衛
隊
施

設
﹂

さ
ら
に
バ
ス
タ
や
Ｓ
Ａ

Ｐ

Ａ
な
ど
﹁
道
路
﹂
分
野
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

活
用
の
可
能
性
検
討

港
湾
緑
地
な

ど
の
﹁
み
な
と
緑
地
Ｐ
Ｐ
Ｐ
﹂

河

川
敷
地
で
民
間
投
資
を
創
出
す
る

﹁
河
川
敷
地
Ｐ
Ｐ
Ｐ
﹂

漁
港
施
設

・
水
面
で
の
官
民
連
携
を
目
指
す

﹁
漁
港
﹂
を
対
象
と
し
て
い
る


　
新
分
野
開
拓
と
併
せ
て

Ｐ
Ｆ
Ｉ

を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
て

地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
画

・
連
携
す
る
﹁
ロ

カ
ル
Ｐ
Ｆ
Ｉ
﹂

を
推
進
す
る
考
え
も
提
示

ロ

カ

ル
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
取
り
組
む
こ
と
で
▽
地

域
企
業
の
参
画
・
取
引
拡
大
・
雇
用

機
会
創
出
▽
地
域
産
材
の
活
用
︵
資

材

食
材
等
︶
▽
地
域
人
材
の
育
成


が
期
待
で
き
る
と
し
て

施
設
や

分
野
を
横
断
し
た
地
域
全
体
の
経
営

視
点
を
持

た
新
た
な
官
民
連
携
手

法
を
推
進
し
て
い
く


　

年
度
改
定
版
の
策
定
に
向
け
て

公
表
さ
れ
た
方
針
案
で
は

Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
て
イ
ン
フ
ラ
の

再
構
築
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め

に

分
野
横
断
型
・
複
数
施
設
型


広
域
型
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で

民
間
事
業
者
の
参
入
促
進
を
図
る
こ

と
を
示
し
て
い
る

例
え
ば
協
定
を

結
ん
だ
複
数
の
自
治
体
に
よ
る
共
同

事
業
を
一
つ
の
契
約
と
し
て
民
間
企

業
に
発
注
す
る﹁
共
同
発
注
型
﹂や


他
の
自
治
体
に
委
託
さ
れ
た
自
治
体

か
ら
建
設
・
管
理
を
一
括
で
発
注
す

る
﹁
水
平
連
携
型
﹂
な
ど
の
手
法
に

つ
い
て

す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る

先
行
事
例
を
横
展
開
で
き
る
よ
う
調

査
研
究
を
行
い

と
り
ま
と
め
て
発

信
し
て
い
く
と
い
う


　

年
度
改
定
版
で

年
間
の
事
業

件
数
タ

ゲ

ト
を
示
し
た
重
点
分

野
に
﹁
自
衛
隊
施
設
﹂
を
追
加
す
る

こ
と
も

年
度
改
定
版
の
方
向
性
案

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

自
衛
隊
施

設
の
強
靱
化
の
た
め
に
行
う
施
設
の

再
配
置
・
集
約
化
に
あ
た
り

Ｐ
Ｆ

Ｉ
や
施
工
予
定
者
が
設
計
を
支
援
す

る
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
な
ど
最
適
な
民
間
活

用
手
法
を
適
用
す
る
﹁
防
衛
省
版
Ｐ

Ｐ
Ｐ
﹂
を
推
進
す
る


　
そ
の
ほ
か


年
度
改
定
版
で
示

し
た
ウ
オ

タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
対
象
と

し
て
い
た
水
道

下
水
道

工
業
用

水
道
に
加
え

集
落
排
水
も
含
め
た

分
野
横
断
型
・
広
域
型
の
案
件
形
成

に
取
り
組
む
自
治
体
を
支
援
す
る


ハ
イ
ブ
リ

ド
ダ
ム
と
し
て
検
討
し

て
き
た
水
力
発
電
の
強
化
や

複
数

ダ
ム
が
連
携
し
た
増
強

上
下
水
道

施
設
の
再
編
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ


化
な
ど
水
系
全
体
で
水
を
活
用
し
た

カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶

の
取
り
組
み
も
官
民
連
携
で
推
進
す

る

多
死
社
会
の
到
来
を
見
据
え


火
葬
場
の
整
備
・
運
営
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ


Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
て
取
り
組
も
う
と

す
る
自
治
体
を
積
極
的
に
支
援
す
る

こ
と
も
新
た
に
提
示
す
る
方
向
だ


　

年
度
の
改
定
に
向
け
て
は

物

価
変
動
対
策
と
し
て

既
存
契
約
で

必
要
な
契
約
変
更
を
行

た
り

新

規
契
約
で
も
物
価
変
動
を
予
定
価
格

や
サ

ビ
ス
価
格
に
適
切
に
反
映
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
も
検
討
す
る

契

約
や
リ
ス
ク
分
担
な
ど
に
関
す
る
各

種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
し

同
対

策
に
盛
り
込
む
と
い
う

新
た
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
６
月
の
決
定
・
公
表

を
目
指
し
て
作
業
を
進
め
て
い
く


　

年
間
で

兆
円
の
目
標
達
成
を

目
指
す
初
年
度
と
な

た

年
度
の

事
業
規
模
実
績
は
３
・
９
兆
円
だ


た


分野横断型・複数施設型、広域型のイメージ
（図表はいずれも内閣府ＰＰＰ／ＰＦＩ推進室資料から）



官民連携　四半世紀

地
域
に
な
じ
む
官
民
連
携

新
た
な
視
点

公
共
事
業
に

最
近
の
動
き

今
後
の
展
望

ソ

シ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
と

　　　　筑紫女学園大学　現代社会学部現代社会学科
　　　　（大学改革担当・社会連携センター長）　　　　　教授　谷口　博文氏

財政健全化の一手法という見方も

ＰＦＩ年を振り返る

地
方
へ
の
展
開

（１４）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　３月２７日　（水曜日）

　
わ
が
国
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
が
導
入
さ
れ
て
四
半
世
紀
に
な
る
こ
の
間
コ
ン
セ

シ

ン︵
公

共
施
設
等
運
営
権
︶に
と
ど
ま
ら
ず
包
括
民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
官
民
連
携
の
枠

組
み
は
拡
大

建
設
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
新
た
な
プ
レ

ヤ

の
登
場
と
い
う
当
初
の
思
惑
が
普

及
す
る
一
方
で

過
疎
化
の
進
行
す
る
地
域
に
お
い
て
は
行
政
サ

ビ
ス
運
営
上
不
可
欠
な
ス

キ

ム
に
も
な

て
い
る

地
域
公
共
政
策
や
官
民
連
携
に
詳
し
く

近
年
は
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ

シ

プ
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
谷
口
博
文
筑
紫
女
学
園
大
学
教
授
に
話
を
聞
い
た


　
こ
の

年
間

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
進
化
し
て
き
た

導
入
当
初

教
科
書
通

り
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
進
め
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
プ
レ

ヤ

は
少
な
か

た

金
融
機
関
に

も
プ
ロ
ジ

ク
ト
フ

イ
ナ
ン
ス
の
ス
キ
ル
を

持

た
人
は
限
ら
れ
て
い
た

Ｓ
Ｐ
Ｃ
︵
特
定

目
的
会
社
︶
の
設
立
や
Ｖ
Ｆ
Ｍ
︵
バ
リ


・

フ


・
マ
ネ

︶
の
算
出
な
ど
手
間
ひ
ま
の

か
か
る
作
業
は

従
来
の
公
共
工
事
の
受
発
注

に
な
れ
た
関
係
者
に
と

て
必
ず
し
も
歓
迎
さ

れ
る
も
の
で
は
な
か

た


　
そ
の
後

メ
ニ


や
手
法
も
経
験
と
と
も

に
良
く
な
り

小
さ
な
自
治
体
に
も
多
く
の
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
成
果
が
現
れ
る
よ
う
に

な

た

サ
ウ
ン
デ

ン
グ
で
官
と
民
の
対
話

も
進
み

人
材
や
技
術
が
育
ち

時
期
的

地

域
的
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の

そ
れ
な
り

の
実
績
を
重
ね
て
普
及
・
拡
大
し
て
き
て
い
る


　
こ
れ
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
実
務
研
修

を
通
じ
て
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及
啓
蒙

︵
け
い
も
う
︶
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が


コ
ン
セ

シ

ン

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
｜
Ｐ
Ｆ
Ｉ
︵
公

募
設
置
管
理
制
度
︶
な
ど

新
た
な
Ｐ
Ｐ
Ｐ

︵
官
民
連
携
︶
の
枠
組
み
が
示
さ
れ

Ｐ
Ｆ
Ｉ

と
同
じ
理
念
を
持
つ
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が

幅
広
く
推
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
よ
う

に
思
う


　
つ
ま
り
厳
密
な
意
味
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
く

事
業
で
は
な
く
て
も

民
間
事
業
者
の
知
恵
を

生
か
し
て
住
民
へ
の
公
共
サ

ビ
ス
の
水
準
を

高
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が

い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
政

の
現
場
に
現
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か


公
共
セ
ク
タ

の
事
業
は
税
が
投
入
さ
れ
る
の

で

公
平
性

中
立
性
に
重
点
を
置
い
た
厳
格

な
手
続
き
が
求
め
ら
れ
る

一
方

民
間
セ
ク

タ

の
事
業
は

税
に
頼
ら
ず
事
業
の
継
続
性

を
維
持
す
る
た
め
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

で

で
き
る
だ
け
小
さ
な
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い

サ

ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る
知
恵
は

民

間
セ
ク
タ

の
方
が
優
れ
て
い
る

こ
の
知
恵

を
公
共
サ

ビ
ス
の
向
上
に
生
か
そ
う
と
い
う

の
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
基
本
的
な
考
え
方
だ

Ｄ
Ｂ
Ｏ

︵
設
計
・
建
設
・
運
営
︶
や
市
場
化
テ
ス
ト


指
定
管
理
者
制
度
な
ど
法
的
根
拠
は
別
で
も


基
本
的
に
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ

て
培
わ
れ
た

効
率
的
な
事
業
運
営
手
法
を
行
政
に
生
か
す
動

き
が
進
み

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
が
目
指
し
た
国
民
に
対

す
る
低
廉
で
良
好
な
サ

ビ
ス
の
提
供
と
い
う

目
的
が
達
成
さ
れ
て
き
た
と
考
え
て
い
る


　
も
と
も
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は

財
政
の
健
全
化
の
手

法
と
し
て
財
政
当
局
に
重
宝
さ
れ
て
き
た

税

金
を
使
わ
ず
に
民
間
資
金
で
道
路
や
施
設
が
で

き
て

そ
れ
が
最
終
的
に
国
や
自
治
体
の
も
の

に
な
る
と
す
れ
ば

こ
ん
な
あ
り
が
た
い
こ
と

は
な
い


　
地
方
自
治
体
で
は
財
政
部
局
が
中
心
と
な


て
関
係
部
局
と
と
も
に
横
断
的
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
プ
ロ

ジ

ク
ト
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
が

素
晴

ら
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る

財
政
事
情
が
厳

し
い
か
ら
こ
そ
民
間
資
金
を
使

て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
を
実
施
す
る
わ
け
で

逆
に
国
か
ら
多
額
の

補
助
金
が
出
る
事
業
で
あ
れ
ば
あ
え
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ

を
使
う
必
要
も
な
い
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る

そ

の
意
味
で
危
機
感
を
持

て
対
応
す
る
財
政
部

局
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い


　
自
治
体
の
担
当
者
の
取
り
組
み
姿
勢
や
首
長

の
リ

ダ

シ

プ
も
大
き
い

役
人
は

補

助
金
の
申
請
が
得
意
だ
が
自
分
で
稼
ぐ
の
は
苦

手
で

新
し
い
こ
と
に
取
り
組
も
う
と
す
る
人

材
は
貴
重
だ

地
域
に
と

て
規
模
の
大
き
い

公
共
事
業
は
選
挙
の
争
点
に
な
り
や
す
く

首

長
の
政
治
リ
ス
ク
も
無
視
で
き
な
い

こ
う
い


た
中
で
の

年
間

人
口
減
少
と
と
も
に
自

治
体
職
員
も
減
少
傾
向
に
あ
る

技
術
系
職
員

が
い
な
い
自
治
体
も
多
く

企
画
設
計
の
段
階

か
ら
民
間
の
手
を
借
り
ず
に
自
治
体
が
公
共
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
く
な

て
い
る


さ
ら
に

公
共
施
設
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
行
政

サ

ビ
ス
全
体
が

官
だ
け
で
完
結
で
き
な
く

な

て
い
る

地
方
自
治
体
に
と

て
民
間
企

業
と
の
連
携
は
こ
れ
か
ら
必
然
的
な
も
の
と
な

り

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
限
ら
ず
新
し
い
連
携
方
策
を
模

索
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

て
く
る
だ
ろ
う


　
政
府
が
２
０
２
３
年
６
月
に
策
定
し
た
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
︵
改
定

版
︶
で
は
今
後
さ
ら
に
質
量
と
も
に
拡
充
す
る

こ
と
を
目
指
し

ウ
オ

タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
ス
モ


ル
コ
ン
セ

シ

ン

ロ

カ
ル
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な

ど
新
た
な
メ
ニ


が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る

上
下
水
道
を
巡
る
中
央
官
庁
の
組
織
改
革

と
と
も
に

こ
う
い

た
取
り
組
み
が
一
体
的

な
事
業
運
営
の
加
速
に
つ
な
が
れ
ば
い
い

ど

う
し
て
も
外
か
ら
の
参
入
に
警
戒
感
を
持
ち
や

す
い
地
方
の
現
場
の
不
安
を
取
り
除
く
意
味

で

地
域
資
源
を
生
か
す
取
り
組
み
は
良
い
効

果
を
上
げ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る


海
外
で
は
多
く
の
事
例
が
あ
る
道
路
な
ど
土
木

系
の
社
会
資
本
整
備
が
進
め
ば
画
期
的
だ

こ

の
分
野
は
公
共
性
が
高
い
の
で

従
来
は
民
間

の
参
入
が
難
し
か

た


　
教
育

医
療

交
通
な
ど
の
公
共
サ

ビ
ス

の
担
い
手
は

官
だ
け
で
は
な
い

過
疎
地
で

は
ガ
ソ
リ
ン
や
食
料

日
用
品
な
ど
地
域
で
人

が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
日
常
生
活
物
資
の
供

給
も

あ
る
意
味
公
共
性
が
高
い
と
言
え
る


従
来

公
と
私

官
と
民
を
峻
別
︵
し

ん
べ

つ
︶
し

官
が
公
共
を
担
う
主
体
と
な
る
こ
と

を
前
提
に
法
令
が
規
定
さ
れ
て
き
た
今
後
は


民
間
企
業
が
公
共
を
担
う
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
る
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
な
い


　
最
近
社
会
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
し
よ
う

と
い
う
ソ

シ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
情
熱
を
燃
や

す
若
者
が
増
え
て
い
る

地
方
の
人
口
減
少
に

伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
の
は
政

府

自
治
体
の
仕
事
と
考
え
ら
れ
て
き
た

雇

用
の
確
保
企
業
の
誘
致
地
域
産
業
の
振
興


地
域
活
性
化
と
い

た
政
策
課
題
は
補
助
金
や

法
制
度
を
使

て
政
策
的
に
解
決
す
る
し
か
方

法
が
な
い
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
常
識
だ
ろ

う

自
分
が
住
む
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
志
を
持

た
若
者
が

官
に
頼
ら
ず
自

分
で
社
会
課
題
の
解
決
を
目
的
と
す
る
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
よ
う
に
な

た

そ
の
例

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
全
国
各
地
に
広

が

て
い
る


　
彼
ら
は
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し


ク
リ
エ
イ
タ

や
デ
ザ
イ
ナ

の
ア
イ
デ
ア
を

生
か
し
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
開
発
す

る
そ
れ
に
よ

て
雇
用
を
生
み
出
し
人
を
呼

び
込
み

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い

う
の
だ

も
と
も
と
彼
ら
は
補
助
金
を
あ
て
に

せ
ず

自
分
で
活
動
資
金
を
稼
ぎ
事
業
を
継
続

さ
せ
自
立
し
よ
う
と
す
る
が

採
算
を
取
る
の

は
大
変
難
し
い
た
と
え
ば
空
き
家
や
廃
校
跡


未
利
用
公
有
地
な
ど
地
域
に
あ
る
資
産
を
う
ま

く
活
用
で
き
れ
ば
自
治
体
で
も
難
し
い
地
域
経

済
の
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
る


　
九
州
大
学
で
企
業
家︵
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

︶

育
成
支
援
に
携
わ

て
い
た
関
係
で

た
ま
た

ま
こ
の
よ
う
な
若
者
と
多
く
つ
な
が
り
を
持


た

自
治
体
が
保
有
す
る
資
産
を
う
ま
く
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
官
と
民
が
ウ

ン
・
ウ

ン

の
関
係
に
な
る
例
も
い
く
つ
か
体
験
し
た

た

だ

前
例
の
な
い
事
業
は
先
行
き
が
不
透
明
な

の
で

金
融
機
関
な
ど
に
詳
細
な
事
業
計
画
や

資
金
計
画
を
求
め
ら
れ
て
も
う
ま
く
答
え
ら
れ

ず

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
応
募
し
て
も
従
来
型
の
ス
キ


ム
を
提
案
す
る
老
舗
企
業
群
に
伍
︵
ご
︶
し
て

参
入
す
る
の
は
難
し
か

た


　
人
口
流
出
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
自
治
体

が

大
き
な
経
費
を
か
け
ず
に
新
し
い
取
り
組

み
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
若
者
と
連
携
で
き
れ

ば

地
域
の
未
来
を
開
く
大
き
な
き

か
け
に

な
る

そ
の
意
味
で
も
今
後
の
官
民
連
携
事
業

の
展
開
に
お
い
て
ス
タ

ト
ア

プ
と
の
親
和

性
は
高
く

将
来
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
在
り
方
を
検
討

す
る
際
の
参
考
に
な
る


　
今
後
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
開
発
は
民
間
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い


ス
マ

ト
シ
テ


の
よ
う
に

デ
ジ
タ
ル
技

術
が
ベ

ス
と
な

た
公
共
サ

ビ
ス
に
は
官

と
民
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り

こ
れ
が
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
よ
う
な
官
民
連
携
事
業
の
将
来
の
一
つ
の

有
力
な
ケ

ス
と
し
て
見
え
て
く
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
は
な
い
か


　（たにぐち・ひろふみ）
年東京大学（法）卒、大蔵省
（現財務省）入り。財務省関
東財務局長、国土交通省政策
統括官などを歴任。年か
ら九州大学産学連携センター
教授、同アントレプレナーシ
ップセンター長などを経て、
年から筑紫女学園大学現代
社会学部教授。福岡県出身、
歳。

◇interview 　


